
 

    

 
 

 
 

株式会社ユーグレナ（本社：東京都港区、社⻑：出雲充、以下「ユーグレナ社」）は、本日開催の取
締役会において、当社定款（ていかん）で定める事業目的を、SDGs（Sustainable Development 
Goals：持続可能な開発目標）の 17 の目標を反映した内容に全面刷新すること（以下「本定款変更」）
を決定し、2021 年 8 月 26 日開催予定の臨時株主総会（以下「本臨時株主総会」）において本定款変更
の賛否を株主の皆様に諮ることをお知らせします。 

 
当社は、創業 15 周年を迎えた 2020 年 8 月にコーポレート・アイデンティティ（CI）刷新を発表※１

し、ユーグレナ社のありたい姿であるユーグレナ・フィロソフィーとして「Sustainability First（サステ
ナビリティ・ファースト）」を制定いたしました。当社はサステナビリティを軸とした事業を展開し、
当社の事業や商品を通じて、お客様、社会、そして地球がサステナブルになることを目指しておりま
す。 

定款は、「会社の憲法」とも言われており、会社の組織や活動について定めた根本規則です。定款の
内容は会社法で定められていますが、中でも「事業目的」は、定款の絶対的記載事項の一つであり、会
社が営むことができる事業の範囲を明確にする重要な規定となります。当社は、今般、ユーグレナ・フ
ィロソフィー「Sustainability First（サステナビリティ・ファースト）」の実効性を法的側面からも高め
るために、当社の事業領域を定める定款上の事業目的において「持続可能な社会の実現を目指す」こと
を明記し、SDGs の 17 の目標を反映する形に刷新することを決定しました。本定款変更は、本臨時株
主総会における承認をもって効力が発生しますが、当社は持続可能な社会の実現に資する事業を展開す
ることが、株主の皆様の中⻑期的な利益につながるものと信じており、株主の皆様からご賛同を得られ
ることを期待しております。 

なお、本定款変更案は、会社と社会の未来を変えていく取組みを主導する最高責任者である CFO
（Chief Future Officer：最高未来責任者、以下「CFO」）と、ユーグレナ Future サミットメンバー
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（以下「サミットメンバー」）監修のもと作成しております。CFO 及びサミットメンバーからは、「サ
ステナビリティ実現に対する本気度が感じられるユーグレナ社らしいチャレンジであり、サステナビリ
ティという価値観を社会に浸透させる一助となって欲しい。大切なのは行動であり、ユーグレナ社が率
先して新たな事業目的に沿った企業活動を実践するとともに、その進捗を経営会議等でモニタリング
し、結果を社会に開示するような仕組みを構築してほしい。そうすることで、他社のサステナビリティ
実現に貢献する企業活動が促進され、日本全体がサステナブルな社会になっていくことを期待してい
る」とのフィードバックを受けており、これらの意見を反映した制度設計や開示内容についても、今後
検討してまいります。 
※１ 2020 年 8 月 11 日発表リリース https://www.euglena.jp/news/20200811/ 

 
■定款に定める新たな事業目的案 

本臨時株主総会に提案する定款第 2 条（目的）の変更案は以下の通りです。 
 
第２条 当会社は、持続可能な社会の実現を目指して、次の事業及びこれに附帯する一切の事業を営む

ことを目的とする。 
(1) あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困問題を解決することに資する事業 
(2) 飢餓問題を解決し、食料の安定確保と栄養状態の改善を達成するとともに、持続可能な農業を推

進することに資する事業 
(3) すべての人の健康的な生活を確保し、福祉を推進することに資する事業 
(4) すべての人に包摂的かつ公平で質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進することに資する

事業 
(5) すべてのジェンダー平等のためのエンパワーメントを図ることに資する事業 
(6) すべての人に水と衛生へのアクセスと持続可能な管理を確保することに資する事業 
(7) すべての人に手ごろで信頼でき、持続可能かつ近代的なエネルギーへのアクセスを確保すること

に資する事業 
(8) すべての人のための持続的、包摂的かつ持続可能な経済成⻑、生産的な完全雇⽤及び Stimulating 

and creative work(刺激的で活き活きと働ける仕事)を推進することに資する事業 
(9) 強靭なインフラを整備し、包摂的で持続可能な産業化を推進するとともに、技術革新の拡大を図

ることに資する事業 
(10) あらゆる格差を是正し、差別を撤廃することに資する事業 
(11) 都市と人間の居住地を包摂的、安全、強靭かつ持続可能にすることに資する事業 
(12) 持続可能な消費と生産のパターンを確保することに資する事業 
(13) 気候変動の阻止及びその影響に立ち向かうため、緊急対策を取ることに資する事業 
(14) 海洋と海洋資源を持続可能な開発に向けて保全し、持続可能な形で利⽤することに資する事業 
(15) 陸上生態系の保護、回復及び持続可能な利⽤の推進、森林の持続可能な管理、砂漠化への対処、土

地劣化の阻止及び逆転、並びに生物多様性損失の阻止を図ることに資する事業 
(16) 持続可能な開発に向けて平和で包摂的な社会を推進し、すべての人に司法へのアクセスを提供す

るとともに、あらゆるレベルにおいて効果的で責任ある包摂的な制度を構築することに資する事



業 
(17) 持続可能な開発に向けて実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化することに

資する事業 
 
定款変更案の全体や詳細については、本日発表の「臨時株主総会招集のための基準日の設定、臨時株主

総会の開催、決算期(事業年度の末日)の変更、商号(英文表記)の変更及び事業目的の変更等に伴う定款一
部変更に関するお知らせ」をご参照ください。 

 
当社は定款上の新たな事業目的に基づき、持続可能な社会の実現に資する事業の展開を目指してまい

ります。 
 

＜株式会社ユーグレナについて＞ 
2005 年に世界で初めて微細藻類ユーグレナ（和名：ミドリムシ）の食⽤屋外
大量培養技術の確立に成功。微細藻類ユーグレナ・クロレラなどを活⽤した
機能性食品、化粧品等の開発・販売のほか、バイオ燃料の生産に向けた研究
を行っています。また、2014 年より行っている、バングラデシュの子どもたちに豊富な栄養素を持つユ
ーグレナクッキーを届ける「ユーグレナ GENKI プログラム」の対象商品を、2019 年 4 月より化粧品を
含む全グループ商品に拡大。2012 年 12 月東証マザーズに上場。2014 年 12 月に東証一部市場変更。
「Sustainability First（サステナビリティ・ファースト）」をユーグレナ・フィロソフィーと定義し、事業
を展開。https://euglena.jp 
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